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１１／１１

全
国
市
議
会
議
長
会
（
会
長
�

関
谷
博
・
下
関
市
議
会
議
長
）
は

１１
月
２
日
、
平
成
２３
年
度
年
度
初

と
な
る
第
１
１
４
回
国
会
対
策
委

員
会
を
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で

開
催
し
、
正
副
委
員
長
を
選
任
し

た
。
委
員
長
に
は
大
島
明
・
川
崎

市
議
会
議
長
、
副
委
員
長
に
は
秋

山
恭
寛
・
八
戸
市
議
会
議
長
と
西

山
照
清
・
大
牟
田
市
議
会
議
長

が
、
そ
れ
ぞ
れ
就
任
。
こ
の
ほ
か

国
対
委
で
は
第
１
１
５
回
委
員
会

で
要
望
書
を
取
り
ま
と
め
、
会
議

終
了
後
に
関
係
各
方
面
へ
要
請
活

動
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
た
。
第

１
１
５
回
委
員
会
は
１２
月
５
日
に

開
催
さ
れ
る
。

な
お
、
当
日
は
総
務
省
の
米
田

耕
一
郎
・
大
臣
官
房
審
議
官
が
２４

年
度
地
方
財
政
の
課
題
に
つ
い
て

説
明
し
た
。
地
方
交
付
税
に
関
し

て
は
、
自
治
体
へ
配
布
す
る
出
口

ベ
ー
ス
で
、
２４
年
度
概
算
要
求
額

は
対
前
年
度
比
１
・
６
％
減
の
１７

兆
８
８
６
億
円
。
２
８
４
８
億
円

の
減
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ
の
概
算
要
求
額
は
仮
置
き
の
計

数
。
東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
地

方
の
復
旧
・
復
興
財
源
は
別
枠
で

事
項
要
求
と
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
地
方
の
財
源
不
足
の

状
況
等
を
踏
ま
え
、
一
般
会
計
か

ら
１
兆
１
６
０
０
億
円
の
別
枠
加

算
を
目
指
す
。
加
算
額
に
は
、
三

位
一
体
改
革
で
削
減
さ
れ
た
地
方

交
付
税
の
復
元
相
当
額
を
含
ん
で

い
る
。
そ
の
額
１
兆
１
２
７
７
億

円
。
復
元
相
当
額
の
捻
出
に
あ
た

り
総
務
省
で
は
、
国
税
５
税
の
法

定
率
分
等
の
う
ち
、
所
得
税
の
法

定
率
を
現
行
の
３２
％
か
ら
４０
％
へ

と
引
き
上
げ
る
よ
う
、
事
項
要
求

と
し
て
求
め
て
い
く
構
え
。
国
対

委
に
よ
る
１２
月
の
要
請
活
動
で
も

交
付
税
の
積
み
増
し
を
目
指
す
。

総
務
省
が
１０
月
３１
日
に
公
表
し

た
「
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
実
施

状
況
の
調
査
結
果
（
経
営
の
効
率

化
に
係
る
も
の
）
【
速
報
】
」
に

よ
る
と
、
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
９

０
５
病
院（
平
成
２３
年
８
月
時
点
）

の
う
ち
２３
年
度
に
お
い
て
黒
字
化

を
見
込
む
病
院
は
、
５
４
９
病
院

と
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

調
査
対
象
の
改
革
プ
ラ
ン
は
、

病
院
事
業
を
実
施
す
る
自
治
体
に

対
し
、
総
務
省
が
「
公
立
病
院
改

革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
策

定
を
要
請
。
公
立
病
院
が
直
面
し

て
い
る
「
経
営
の
悪
化
」
「
医
師

不
足
」
な
ど
か
ら
の
脱
却
を
図
る

た
め
、
同
プ
ラ
ン
に
従
い
経
営
の

効
率
化
な
ど
を
目
指
し
て
い
る
。

同
プ
ラ
ン
の
う
ち
「
経
営
の
効

率
化
」
に
係
る
部
分
は
、
計
画
期
間

が
２１
年
度
か
ら
の
３
年
間
。
２３
年

度
が
実
質
最
終
年
度
に
該
当
す
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
総
務
省
で
は
速

報
値
を
取
り
ま
と
め
公
表
し
た
。

石
川
久
雄
氏
（
静
岡
市
議
会
議

長
）１１

月
２
日
逝
去
、
７４
歳
。
葬
儀

は
１１
月
６
日
、
静
岡
市
内
で
執
り

行
わ
れ
た
。
喪
主
は
妻
の
由
紀
子

さ
ん
、施
主
は
長
男
の
寿
也
さ
ん
。

野野
々々
市市
市市
がが
誕誕
生生

石
川
県
の
野
々
市
町
が
１１
月
１１

日
に
市
制
施
行
。
野
々
市
市
が
誕

生
し
た
。
人
口
は
４
万
７
３
８
８

人
（
住
民
基
本
台
帳
�
平
成
２３
年

６
月
１
日
現
在
）
、
面
積
は
１３
・

５６
平
方
�
、
議
員
定
数
は
１６
人
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1814号１１月１５日平成23年
（2011年）

委委
員員
長長
にに
大大
島島
・・
川川
崎崎
市市
議議
長長

国対委
が始動
関
係
各
方
面
に
１２
月
５
日
、
要
請
活
動
実
施
へ

左から秋山副委員長（八戸市）、関谷会長（下関市）、大島委員長（川崎市）、米田審議官、西山副委員長（大牟田市）

総務省が速報

公公立立病病院院改改革革ププラランン
実実施施状状況況のの調調査査結結果果
黒字化見込み６０．７％

（１） 平成２３年１１月１５日 第１８１４号
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下
水
処
理
の
過
程
で
発
生
す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
を
用
い
、
発
電
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
利
用
す
る
久
留
米
市
。
下
水
処
理
施
設
内
へ
メ
タ
ン
ガ
ス

に
よ
る
発
電
装
置
（
Ｍ
Ｇ
Ｔ
）
を
設
置
し
た
久
留
米
市
で
は
、
機
械
メ

ー
カ
ー
の
（
株
）
荏
原
製
作
所
と
と
も
に
共
同
実
験
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
以
前
は
久
留
米
市
で
も
他
の
自
治
体
と
同
様
、
下
水
処
理
由
来
の

メ
タ
ン
ガ
ス
を
施
設
内
で
焼
却
処
分
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
メ
タ
ン

ガ
ス
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
１
つ
。
メ
タ
ン
ガ
ス
を
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
位
置
付
け
、
発
電
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
す
る
全
国
で
も
事
例

が
数
少
な
い
久
留
米
市
の
取
り
組
み
を
本
紙
が
取
材
し
ま
し
た
。

平
成
１６
年
、
久
留
米
市
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
に
関
し
１
つ

の
転
換
期
を
迎
え
ま
し
た
。（
株
）

荏
原
製
作
所
か
ら
、
下
水
処
理
由

来
の
メ
タ
ン
ガ
ス
を
燃
料
と
す
る

発
電
シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い
て
提

案
さ
れ
た
の
で
す
。
以
前
よ
り
、

下
水
処
理
場
か
ら
発
生
す
る
メ
タ

ン
ガ
ス
の
有
効
利
用
を
模
索
し
て

い
た
久
留
米
市
。
メ
ー
カ
ー
か
ら

の
提
案
を
受
け
入
れ
１７
年
２
月
よ

り
、
久
留
米
市
は
荏
原
製
作
所
と

と
も
に
と
も
に
共
同
実
験
を
開
始

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

下
水
処
理
場
で
は
、
水
を
清
浄

化
す
る
課
程
で
消
化
ガ
ス
が
発
生

し
ま
す
。
汚
泥
処
理
の
課
程
で
下

水
処
理
場
で
は
、
発
酵
過
程
を
経

る
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
消
化
ガ

ス
の
成
分
は
約
６
割
が
メ
タ
ン
ガ

ス
。
従
来
で
あ
れ
ば
余
剰
副
産
物

と
み
な
さ
れ
、
焼
却
処
分
さ
れ
て

き
た
消
化
ガ
ス
中
の
メ
タ
ン
ガ
ス

を
久
留
米
市
で
は
、
未
利
用
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
位
置
付
け
活
用
す
る
こ

と
と
し
た
の
で
す
。

久
留
米
市
が
発
電
シ
ス
テ
ム
導

入
当
時
、
保
有
し
て
い
た
下
水
処

理
場
は
、
昭
和
４７
年
運
転
開
始
の

「
中
央
浄
化
セ
ン
タ
ー
」
、
平
成

６
年
運
転
開
始
の
「
南
部
浄
化
セ

ン
タ
ー
」
の
２
カ
所
。
設
備
面
な

ど
の
諸
条
件
を
勘
案
し
、
試
験
導

入
開
始
の
舞
台
は
「
南
部
浄
化
セ

ン
タ
ー
」
と
な
り
ま
し
た
。

久
留
米
市
と
と
も
に
共
同
実
験

を
進
め
て
き
た
荏
原
製
作
所
の
山

本
学
・
Ｍ
Ｇ
Ｔ
事
業
推
進
室
長
の

説
明
に
よ
る
と
、
全
国
で
発
電
用

の
燃
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

消
化
ガ
ス
は
、
僅
か
９
％
。
活
用
さ

れ
ず
に
焼
却
処
分
さ
れ
る
消
化
ガ

ス
は
４７
％
に
も
及
ん
で
い
ま
す
�

表
�
。
処
分
さ
れ
て
い
た
消
化
ガ

ス
を
発
電
シ
ス
テ
ム
に
利
用
し
た

南
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
約
６

年
に
わ
た
る
実
証
試
験
の
結
果
、

年
間
９
０
０
�
の
二
酸
化
炭
素
排

出
量
削
減
を
実
現
し
ま
し
た
�
表

�
。
発
電
の
み
な
ら
ず
温
水
ボ
イ

ラ
ー
や
余
剰
ガ
ス
処
理
な
ど
、
多

機
能
ぶ
り
を
発
揮
す
る
同
シ
ス
テ

表� 導入効果
システムの導入により、１年間に以下の効果が期待できます。

１．発電量（＝買電電力削減量）⇒買電電力削
減量）⇒エネルギー自給率の向上

・８１万 kwh／年（８６００時間運転）≒９５kW×１台×８６００hr

２．発電による CO２削減量

・４５０トン／年（８６００時間運転、発電分のみ）≒９５kW×
１台×８６００hr×０．５５５kg－CO２／kwh＊２
・９００トン／年（８６００時間運転、発電＋温水利用含む）

＊１補機動力（約８kW）について：既存設備を停止もしく
は運転時間の短縮により既存設備の補機類が停止され、
その必要動力も削減される為、システムの補機動力と相
殺するとして計算しています。

＊２算出に用いた CO２排出係数：電気の使用に伴う CO２排
出係数０．５５５kg－CO２／kwh（平成１８年度経済産業省・
環境省令第３号）燃料の使用に伴う CO２排出係数２．７１kg
－CO２／L
・燃料の発熱量：Ａ重油３６．３MJ／L（環境省）
・燃料の使用に伴う CO２排出係数については、平成１４
年８月、環境省温室効果ガス排出量算定方法検討会に
示された重油の換算係数を使用しています。

表�

消化ガスの利用状況

【
３
面
へ
続
く
】 消化ガス発電設備の普及状況

市市 政政

ニニュューースス

表� コスト回収年試算

＝�イニシャルコスト（負担額）－初年度導入メリ
ット�／２年目移行導入メリット＋１＝３．９８年
（国庫補助を計算に入れない場合は約９．５１年）

※９５Kw×３台×８，７６０時間×０．９３（年間稼働率）
（消化ガス発電の補助用消費電力は不要になるボイラ
ー、余剰ガス処理設備電力とみなす）

下下水水処処理理かからら発発電電
未未利利用用エエネネルルギギーーをを有有効効活活用用

久留米市（福岡県）

共
同
実
験
を
重
ね
本
格
導
入
へ

処分されていたメタンが燃料

ＭＧＴはコンパクトサイズ

第１８１４号 平成２３年１１月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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【
２
面
か
ら
続
く
】

南
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
実
証
試

験
を
経
て
、
中
央
浄
化
セ
ン
タ
ー

へ
の
導
入
を
も
決
定
し
た
久
留
米

市
。
来
春
か
ら
中
央
で
も
活
躍
す

る
主
役
が
、
マ
イ
ク
ロ
ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
発
電
シ
ス
テ
ム
（
Ｍ
Ｇ
Ｔ
）

で
す
。
消
化
ガ
ス
を
利
用
す
る
装

置
は
、
ほ
か
に
も
存
在
し
ま
す
。

久
留
米
市
で
も
装
置
の
導
入
に
あ

た
り
Ｍ
Ｇ
Ｔ
の
ほ
か
、
小
型
ガ
ス

エ
ン
ジ
ン
、
リ
ン
酸
型
燃
料
電
池

と
比
較
�
表
�
、
導
入
装
置
の
選

定
を
実
施
し
ま
し
た
。

発
電
効
率
の
面
で
Ｍ
Ｇ
Ｔ
は
、

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
や
燃
料
電
池
に
優

位
性
を
譲
る
面
が
存
在
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
Ｍ
Ｇ
Ｔ
の
発
電
機

は
小
型
で
軽
量
、
シ
ン
プ
ル
な
構

造
で
部
品
交
換
が
容
易
な
ど
、
維

持
管
理
の
面
で
有
利
と
久
留
米
市

で
は
判
断
し
ま
し
た
。
装
置
の
耐

用
年
数
は
１５
〜
２０
年
と
見
込
ま
れ

ま
す
が
、
部
品
効
換
の
容
易
さ
を

活
か
し
、
耐
用
年
数
の
延
命
化
に

期
待
が
持
て
ま
す
。

建
設
コ
ス
ト
の
面
で
も
久
留
米

市
は
工
夫
。
国
土
交
通
省
水
管
理

・
国
土
保
全
局
の
下
水
道
事
業
課

が
所
管
す
る
国
庫
補
助
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
１０
年
の
回
収
期
間
を

４
年
に
ま
で
圧
縮
す
る
こ
と
に
成

功
し
ま
し
た
�
表
�
。

ム
の
有
効
性
に
満
足
し
た
久
留
米

市
で
は
、
来
春
か
ら
中
央
浄
化
セ

ン
タ
ー
へ
の
導
入
を
決
定
。
年
間

電
力
使
用
料
２
５
０
０
万
円
分
の

削
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

環
境
性
能
の
面
で
も
、
高
い
成

果
を
示
す
存
在
が
Ｍ
Ｇ
Ｔ
と
久
留

米
市
で
は
判
断
し
て
い
ま
す
。
燃

料
と
す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
を
完
全
燃

焼
す
る
た
め
、
排
気
ガ
ス
は
極
め

て
ク
リ
ー
ン
。
未
燃
メ
タ
ン
は
発

生
せ
ず
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
や
酸

性
雨
の
原
因
と
な
る
窒
素
酸
化
物

の
排
出
も
抑
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
熱
効
率
が
極
め
て
高
い

こ
と
も
Ｍ
Ｇ
Ｔ
の
特
徴
。
得
ら
れ

た
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
う
ち
約
３０
％

が
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
さ

れ
使
用
さ
れ
ま
す
。
熱
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
う
ち
残
り
の
５０
％
は
、
施
設

内
の
温
水
ボ
イ
ラ
ー
や
空
調
設
備

で
使
用
さ
れ
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
の
高
い
効
率
化
を
Ｍ
Ｇ
Ｔ
は
も

た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

消
化
ガ
ス
発
電
設
備
そ
の
も
の

の
導
入
は
現
在
、
甚
だ
遅
れ
て
い

ま
す
。
年
間
消
化
ガ
ス
発
生
量
１

５
０
万
立
方
�
以
下
の
中
小
規
模

施
設
で
は
、
こ
れ
ま
で
費
用
対
効

果
の
面
で
設
備
投
資
が
困
難
な
状

況
に
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
Ｍ
Ｇ

Ｔ
は
、
年
間
８
４
０
０
時
間
の
運

転
で
約
５０
万
立
方
�
の
消
化
ガ
ス

を
消
費
す
る
設
備
。
中
小
規
模
施

設
に
適
し
た
設
備
と
い
え
ま
す
。

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
う
ち
２２
年
度

で
、
南
部
が
約
８０
万
立
方
�
、
中

央
が
約
１
４
０
万
立
方
�
の
年
間

消
化
ガ
ス
発
生
量
で
あ
っ
た
久
留

米
市
。
同
市
の
取
り
組
み
は
、
設

備
投
資
に
踏
み
切
れ
な
か
っ
た
自

治
体
に
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て

く
れ
る
存
在
と
い
え
ま
す
。

自自
然然
をを
慈慈
しし
むむ
久久
留留
米米
市市
民民

年
間
を
通
じ
憩
い
の
場
と
し
て

市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
存
在
が

「
石
橋
文
化
セ
ン
タ
ー
」
。
大
手

タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
・
ブ
リ
ヂ
ス
ト

ン
の
創
業
者
で
あ
る
石
橋
正
二
郎

氏
が
昭
和
３１
年
４
月
、
同
社
創
業

の
地
・
久
留
米
市
に
寄
贈
し
開
園

し
ま
し
た
。
サ
ク
ラ
、
カ
キ
ツ
バ

タ
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ツ
バ
キ

な
ど
四
季
折
々
の
花
が
来
園
者
を

迎
え
て
く
れ
ま
す
。
花
を
愛
で
、

自
然
を
慈
し
む
心
が
、
環
境
保
全

に
力
を
注
ぐ
久
留
米
市
の
原
動
力

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

表� 余剰消化ガスの有効利用について

１ 有効利用方法の比較

マイクロガス
タービン
（ＭＧＴ）

○

温水または蒸気
中央…○
南部…○

△２８～２９％

○

○

○

・南部でＨ１７
年２月から実
証しており、
大きな問題は
ない。
・シロキサン
の耐性がエン
ジンや燃料電
池に対し高
い。

リン酸型
燃料電池

×

温水のみ
中央…×
南部…○

○３５～４０％

×セル耐用年
数に課題

◎

○

・硫化水素、
アンモニアな
ど十分な除去
が必要。
・発電能力の
初期性能の維
持に課題があ
る。

小型ガス
エンジン

△

温水のみ
中央…×
南部…○

○３０～３２％

△摩耗部品、
オイル交換が
必要

△高い
臭気成分が残
る？

○

・長時間運転
実績が少ない
・エンジンの
耐久性が低い
（４年毎交換）
・単機出力が
小さいのでガ
ス量が多い場
合、多台数が
必要

機種

比較項目

イニシャルコスト

消化槽加温への
熱利用

発電効率

維持管理性

Nox、CO、
未燃ガス

騒音、振動

備 考

環境性能

久
留
米
市
は
Ｍ
Ｇ
Ｔ
を
導
入

中
小
規
模
の
処
理
場
に
最
適

色
と
り
ど
り
な
花
々
の
饗
宴

（３） 平成２３年１１月１５日 第１８１４号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会
（
会
長
�
本
宮
輝
久
・
千
歳
市

議
会
議
長
）
は
東
京
・
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
で
１１
月
１
日
、
第

７６
回
理
事
会
を
開
き
「
基
地
対
策
関
係
施
策
の
充
実
強
化
に
関
す
る

要
望
」
を
決
定
。
要
望
項
目
の
実
現
を
求
め
、
基
地
関
係
委
員
会
委

員
と
の
要
望
懇
談
会
、
関
係
各
方
面
へ
の
要
請
活
動
を
展
開
し
た
。

理
事
会
で
決
定
し
た
要
望
項
目

の
う
ち
、
同
協
議
会
で
は
▽
基
地

交
付
金
・
調
整
交
付
金
（
総
務
省

所
管
）
の
所
要
額
確
保
等
▽
基
地

周
辺
対
策
経
費
（
防
衛
省
所
管
）

の
所
要
額
確
保
等
▽
補
助
金
の
一

括
交
付
金
化
―
―
の
３
項
目
を
重

点
要
望
に
掲
げ
、
特
に
実
現
を
果

た
す
べ
き
課
題
と
位
置
付
け
た
。

基
地
交
付
金
の
特
徴
は
固
定
資

産
税
の
代
替
的
性
格
。
国
有
資
産

の
う
ち
、
米
軍
が
使
用
す
る
土
地

や
建
物
、
自
衛
隊
が
使
用
す
る
飛

行
場
や
演
習
場
な
ど
を
対
象
に
交

付
金
額
が
算
定
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
し
同
交
付
金
の
対
象
に
米
軍
資

産
は
含
ま
な
い
。
同
交
付
金
の
対

象
と
な
る
国
有
資
産
、
対
象
外
の

米
軍
資
産
、
両
者
の
均
衡
を
図
る

こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
、
調
整
交

付
金
が
措
置
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

周
辺
対
策
経
費
で
は
、
基
地
周
辺

に
住
居
を
構
え
る
個
人
に
対
し
、

防
音
措
置
な
ど
が
講
じ
ら
れ
る
。

理
事
会
に
引
き
続
き
開
催
し
た

衆
・
参
基
地
関
係
委
員
会
委
員
と

の
要
望
懇
談
会
に
は
、
原
口
一
博

・
衆
議
院
総
務
委
員
会
委
員
長
、

東
祥
三
・
衆
議
院
安
全
保
障
委
員

会
委
員
長
、
福
山
哲
郎
・
参
議
院

外
交
防
衛
委
員
会
委
員
長
ら
２９
名

の
衆
参
両
院
関
係
委
員
が
出
席
。

代
理
出
席
も
含
め
る
と
４３
名
に
も

及
び
、
藤
末
健
三
・
参
議
院
総
務

委
員
会
委
員
長
か
ら
祝
電
も
寄
せ

ら
れ
る
盛
大
な
も
の
と
な
っ
た
。

会
場
に
集
ま
っ
た
関
係
委
へ
、

基
地
協
を
代
表
し
水
谷
勉
・
副
会

長
（
小
牧
市
）
と
五
野
井
敏
夫
・

副
会
長
（
東
松
島
市
）
が
、
理
事

会
で
決
定
し
た
要
望
項
目
の
実
現

を
求
め
た
。

水
谷
副
会
長
は
、
総
務
省
関
係

の
項
目
に
つ
い
て
要
請
。
基
地
・

調
整
両
交
付
金
の
所
要
額
を
満
額

確
保
す
る
よ
う
求
め
た
。
ま
た
、

基
地
交
付
金
の
対
象
範
囲
に
つ
い

て
、
自
衛
隊
が
使
用
す
る
全
資
産

に
ま
で
拡
大
す
る
よ
う
求
め
た
。

五
野
井
副
会
長
は
、
防
衛
省
関

係
の
項
目
に
つ
い
て
要
請
。
基
地

周
辺
対
策
事
業
の
適
用
基
準
を
緩

和
し
、
補
助
対
象
施
設
・
範
囲
の

拡
大
等
を
図
る
よ
う
求
め
た
。
合

わ
せ
て
所
要
額
確
保
も
求
め
た
。

要
望
項
目
の
実
現
に
関
し
広
く

理
解
を
求
め
る
た
め
、
基
地
協
議

会
で
は
本
宮
会
長
を
は
じ
め
と
す

る
実
行
運
動
班
を
編
成
。
政
府
・

与
党
へ
要
請
活
動
を
展
開
し
た
。

当
日
は
特
に
、
池
口
修
次
・
民

主
党
企
業
団
体
対
策
委
員
長
、
石

関
貴
史
・
民
主
党
副
幹
事
長
と
面

談
。
両
氏
の
理
解
を
求
め
る
と
と

も
に
、
基
地
関
係
を
所
管
す
る
党

内
の
総
務
部
門
会
議
を
は
じ
め
と

し
て
、
民
主
党
が
一
丸
と
な
っ
て

基
地
を
取
り
巻
く
実
情
に
理
解
を

示
す
よ
う
求
め
た
。

【
実
行
運
動
班
構
成
市
】
▽
千
歳

市
（
会
長
）
▽
旭
川
市
（
副
会
長
）

▽
綾
瀬
市
（
同
）
▽
呉
市
（
同
）

▽
鹿
屋
市
（
同
）
▽
滝
沢
村
（
同
）

▽
小
松
市
（
相
談
役
）
▽
舞
鶴
市

（
同
）
▽
岩
国
市
（
同
）
▽
佐
世

保
市
（
同
）
。

本宮会長があいさつ

基基
地地
交交
付付
金金
のの
対対
象象
範範
囲囲
拡拡
大大
をを

第
７６
回
理
事
会
で
基
地
協
が
要
望
ま
と
め
る

理
事
会
で
要
望
を
決
定

東・衆議院安全保障委員会
委員長

基
地
関
係
委
員
へ
要
望

与
党
に
も
理
解
求
め
る

原口・衆議院総務委員会
委員長

【上写真】池口修次・民主党企業団体対策委員長（右から
７人目）と石関貴史・同党副幹事長（同６人目）に面談。

五
野
井
・
副
会
長
が
要
望（
右
）

水
谷
・
副
会
長
が
要
望
（
左
）

福山・参議院外交防衛委員会
委員長
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